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答えが不正確だったり，遅かったりするとすぐ次を指名する。1833 年の段階で 60 歳代前半という
ことは，逆算すると 1770 年前後の生まれである。ということは，1763 年生まれのウルフ・トーン
やエドワード・フィッツジェラルド卿の数歳年下，1778 年生まれのロバート・エメットや，1779 年







































1831 年にアイルランド担当大臣であった第 14 代ダービー伯爵エドワード・スタンリー（後に首相）
が導入した国民学校がその急先鋒である。この制度の背後には 1829 年のカトリック解放で長年の夢
であった公民権を獲得したカトリック住民を，英語と英文学で大英帝国の国民に馴致しようという



























































































が，言葉を操るのは苦手。ヨーランド中尉は 20 歳代後半，ないしは 30 歳代前半で，背が高く
痩せていてぎこちない。金髪で，挙動は恥ずかしげで不器用である。何かの間違いで兵隊になっ























































































































































Effusion upon the Death of James Hogg’）を書いて，自分たちの世代の挽歌とした。また 1833 年は
ジョン・ステュアート・ミルが評論「詩とは何か」（‘What is Poetry’）を発表し，ワーズワスが『叙




ミルは 1806 年生まれで，1833 年に 20 歳代後半から 30 歳代初めのヨーランドとほぼ同世代である。
ミルのような大思想家とヨーランドを比較するのは多少無理があるが，同世代にはそれなりの共通




















The hiding places of my power 私の力の隠し場所が
Seem open; I approach, and then they close; 開いているようだ。だが近づくと閉じる。
I see by glimpses now; when age comes on, もう微かにしか見えない。少し年を取れば，
May scarcely see at all, and I would give, 殆ど見えないかもしれない。
While yet we may, as far as words can give, だができるうちは，言葉の限り，
A substance and a life to what I feel: 感じることに形と命を与えよう。
I would enshrine the spirit of the past 過去の霊魂を祠にまつり，
































































第 1 幕でモイラは 4 歳のときに叔母のメアリーに教えてもらって知っている唯一の英語の言い回



































































































































But ’twas a time when Europe was rejoiced, だがそのときはヨーロッパ中が歓喜し，
France standing on the top of golden hours, フランスは眩しく輝く時の頂点にあり，
And human nature seeming born again. 人間性が再生したかに見えた。
Bound, as I said, to the Alps, it was our lot 述べたようにアルプスへ向かっていたので，
To land at Calais on the very eve 偉大な革命連邦記念日の前夜に
Of that great federal Day; and there we saw, カレーに上陸したのだった。そこで見た，
In a mean City, and among a few, 取るに足らない街の，幾人かの顔に，
How bright a face is worn when joy of one 一人の喜びが，幾千万人もの喜びでもあれば，
Is joy of tens of millions....10 いかに人間の顔というものは輝くかを。
  
しかし同時に輝くヴィジョンを維持することが難しいことも，酒と惰性で現実を直視できない
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